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感染者数 2 8 1 3 1 1 2 1 1 1 15 4 3 2 3 1 1 2 1 2 2 3 2 1 1 712 210498
死亡者数 7 8875

新型コロナウイルスに関連した感染症の発生状況等について（令和２年３月１9日18時時点）

※１ うち101例は無症状病原体保有者（症状はないが、検査が陽性となった者）
※２ この他にチャーター便で帰国後、３月１日に死亡したとオーストラリア政府が発表した１名がいる。当該死亡者は豪州の死亡者欄に計上。 1



新型コロナウイルス感染症の発生状況
※令和２年３月１９日１８時時点【国内事例】 ※括弧内は前日からの変化

【上陸前事例】※括弧内は前日からの変化
PCR検査陽性者
※【 】は無症状
病原体保有者数

退院等している者 人工呼吸器又は集中治
療室に入院している者※
７

死亡者

クルーズ船事例
（水際対策で確認）
（3,711人）※４

712※５
【333】

567※６
（+16）

15 7※８

※令和２年３月１９日１８時時点

※４那覇港出港時点の人数。うち日本国籍の者1,341人 ※５船会社の医療スタッフとして途中乗船し、PCR陽性となった1名は含めず、チャーター便で帰国した40名を含む。
国内事例同様入院後に有症状となった者は無症状病原体保有者数から除いている。※６退院等している者567名のうち有症状298名、無症状269名。チャーター便で帰国した者を除く。
※７ 28名が重症から軽～中等症へ改善(うち７名は退院) ※８この他にチャーター便で帰国後、3月1日に死亡したとオーストラリア政府が発表した１名がいる。

※１ うち日本国籍の者670人
※２ 今までに重症から軽～中等症へ改善した者は17名
※３ これに加え、空港検疫で7名PCR検査陽性者が確認され
ており、合計すると950例となる。

PCR検
査陽性
者

PCR検査
実施人数うち無

症状者
うち有症状者 症状

有無
確認
中

うち退
院した
者

うち入院
治療を
要する者

うち退
院した
者

うち入院
治療を
要する者

うち死
亡者うち軽～

中等症の
者

うち人工呼吸
器又は集中治
療室に入院し
ている者※２

うち
確認中

うち入
院待
機中
の者

うち入
院中
の者

うち入
院待機
中の者

国内事例
（チャーター便帰国
者を除く）

928※１

(+36)
97

(+1)
30

(+3)
67

(-2)
62
(-2) 5 829 

(+35)
182
(+9)

614
(+24)

373 
(+17)

50
(+1)

182 
(+7)

9
(-1)

33
(+2) 2 18,015 

(+3,943)

チャーター便
帰国者事例
（水際対策で確

認）

15 4 4 0 0 0 11 11 0 0 0 0 0 0 0 829

合計 943※3

(+36)
101
(+1)

34
(+3)

67
(-2)

62
(-2) 5 840

(+35)
193
(+9)

614
(+24)

373
(+17)

50
(+1)

182
(+7)

9
(-1)

33
(+2) 2 18,844

(+3,943)
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PCR検査陽性者
退院者 現在も入院等 死亡者

９４３（＋３６）
２２７（＋１２） ６８３（＋２２）

３３（＋２）

【国内事例】
新型コロナウイルス感染症に関する入退院の状況

（注）１【国内事例】には、上記のほか空港検疫で確認されたＰＣＲ検査陽性者７名がいる。
２【クルーズ船事例】にはチャーター便帰国した者（４０名）は含めない。
３【クルーズ船事例】には藤田岡崎医療センター分を含む。

３月１９日（木）１８時時点

PCR検査陽性者
退院者 現在も入院等 死亡者

６７２
５６７（＋１６） ９８（－１６） 7

【クルーズ船事例】

PCR検査陽性者
退院者 現在も入院等 死亡者

１６１５（＋３６）
７９４（＋２８） ７８１（＋６）

４０（＋２）

【総計】

重症→軽～中等症になった者 １７

重症→軽～中等症になった者 ２８

重症→軽～中等症になった者 ４５
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帰国者・接触者相談センター 帰国者・接触者外来等 （参考）一般電話相談窓口

設
置
目
安

各保健所への設置を目安

※保健所件数：472件（H31.4.1）

二次医療圏に１カ所以上

※二次医療圏数：335（H30.4.1）

なし

※一般電話相談窓口は医療機関の紹介を
行わないため、地域ごとに設置する必
要がなく、各自治体が必要な回線数を
設置できていればよい。

設
置
件
数

47都道府県、527施設で設置

※2/12に全都道府県での設置を確認、
前日比±0施設

47都道府県、1,017施設で設置
※2/13に全都道府県での設置を確認、
前日比+11施設

※2/21に全二次医療圏での設置を確認

47都道府県で設置済

対
応
件
数

相談件数は全国で227,742件
（2/3～3/18）

※前日比8,147件増加

帰国者・接触者外来の受診者
数は全国で10,026件（2/1～
3/18）

※前日比475件増加

東京都：8,712件（1/29～2/27）
(2/26:428件、2/27:414件)

大阪府：5,174件（1/29～2/27）
(2/26:263件、2/27:215件)

宮城県：2,272件（2/4～2/27）
(2/26:213件、2/27:242件)

岡山県：1,067件（2/4～2/27）
(2/26:126件、2/27:164件)

※報告対象ではないため、専用ダイヤルを設置
したいくつかの都道府県へ聞き取り調査を実施。

そ
の
他

・保健所のほか、県庁や市役所の感染症
対策担当課に設置している都道府県も
ある。

・全都道府県が24時間土日も対応可能
である（各ホームページ上でも公表）。

・2/27に相談件数の増加が著しい27都道
府県に電話回線の状況を聴取したが、
特段輻輳は生じていない。

・1,017施設のうち感染症指定医療機関
は409施設。

・専用回線を設置している都道府県は神
奈川県含め22都府県。

・都道府県とは別に一般電話相談窓口を
設置している市区町村もある。

新型コロナウイルス感染症に係る国内の体制整備について
3/19(木)
17時時点
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 新
型
コ

ロ
ナ
ウ

イ
ル

ス
感
染

症
対

策
専
門

家
会

議
 

「
新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス
感

染
症

対
策
の

状
況

分
析

・
提
言

」
（
2
0
2
0
年

3
月

1
9
日

）
 

 

本
専
門
家
会
議
は
、
政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
の
下
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
対
策
に
つ
い
て
医
学
的
な
見
地
か
ら
助
言
等
を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
（
令
和
２
年

2

月
1
4
日
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
決
定
）
。
こ
の
見
解
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
厚

生
労
働
省
対
策
本
部
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
班
が
分
析
し
た
内
容
等
に
基
づ
き
、
専
門
家
会
議
に
お
い
て
検
討

し
た
結
果
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
 

現
在
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
情
報
を
も
と
に
、
現
状
の
状
況
分
析
を
行
い
、
そ
の
正
確
な
情
報

提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
政
府
及
び
自
治
体
に
対
し
提
言
を
、
国
民
の
皆
様
及
び
事
業
者
の
方
々
に
対

し
お
願
い
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

分
析
結
果
等
は
あ
く
ま
で
も
現
時
点
の
も
の
で
あ
り
、
随
時
、
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
 

 Ⅰ
．

は
じ
め
に

 

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
始
ま
り
、
わ
ず
か
数
か
月
ほ
ど
の
間
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
言

わ
れ
る
世
界
的
な
流
行
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
不
明
の
点
も
多
い
一
方
、
多

く
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
こ
の
感
染
症
に
罹
患
し
て
も
約

8
0
％
の
人
は
軽
症

で
済
む
こ
と
、
５
％
程
の
方
は
重
篤
化
し
、
亡
く
な
る
方
も
い
る
こ
と
、
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
を
持
つ
方

は
特
に
重
症
化
し
や
す
い
こ
と
な
ど
で
す
。
こ
れ
ま
で
世
界
で

1
9
万
人
以
上
の
感
染
者
と
、
8
,
0
0
0
人
近

い
死
亡
者
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
専
門
家
会
議
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
十
分

な
注
意
と
対
策
が
必
要
な
感
染
症
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
感
染
が
市
中

に
拡
が
り
、
あ
る
と
き
に
突
然
爆
発
的
に
患
者
が
急
増
（
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
（
爆
発
的
患
者
急
増
）
）
す

る
と
、
医
療
提
供
体
制
に
過
剰
な
負
荷
が
か
か
り
、
そ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
適
切
な
医
療
が
提
供
で
き

な
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
事
態
が
発
生
す
る
と
、
既
に
い
く
つ
も
の
先
進
国
・
地
域

で
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
定
期
間
の
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
や
移
動
の
制
限
（
い
わ
ゆ
る
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
に
類
す
る
措
置
）
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

私
達
は
、
我
が
国
が
こ
の
よ
う
な
事
態
を
回
避
し
、
で
き
る
だ
け
被
害
を
小
さ
く
す
る
た
め
の
提
案
と

し
て
、
本
提
言
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
政
府
や
国
民
の
皆
様
な
ど
に
は
内
容
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
我

が
国
の
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
の
政
策
や
行
動
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 Ⅱ
．
状

況
分
析

等
 

１
．

Ｗ
Ｈ
Ｏ

に
よ

る
パ
ン
デ

ミ
ッ

ク
と
の

認
識

（
３
月

1
1
日
）

と
日
本

の
対
策

に
つ

い
て

 

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
テ
ド
ロ
ス
事
務
局
長
は
、
2
0
2
0
年
３
月

1
1
日
の
会
見
に
お
い
て
、
世

界
で
感
染
が
拡
が
り
つ
つ
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
、
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
な
大
流

行
）
と
み
な
せ
る
」
と
表
明
し
ま
し
た
。
中
国
、
韓
国
以
外
で
の
感
染
状
況
が
加
速
す
る
現
状
に
強
い
懸

念
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
「
事
態
を
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
描
写
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
、
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
に

対
す
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
評
価
や
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
対
応
、
各
国
の
対
応
を
変
え
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
と
も
述
べ
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2 
 て
い
ま
す
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
専

門
家

会
議

と
し
て

は
、

現
時
点

で
は

、
社
会

・
経

済
機
能

へ
の

影
響
を

最
小

限

と
し
な

が
ら
、

感
染

拡
大

防
止

の
効
果
を

最
大

限
に
す

る
と

い
う

、
こ
れ

ま
で
の

方
針

を
続
け

て
い

く
必

要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た

め
、
「

①
ク
ラ

ス
タ

ー
（

患
者

集
団
）
の

早
期

発
見
・

早
期

対

応
」
、
「

②
患
者

の
早

期
診
断

・
重

症
者
へ

の
集

中
治
療

の
充

実
と
医

療
提

供
体
制

の
確

保
」
、
「

③
市

民
の

行
動
変

容
」
と

い
う

３
本
柱

の
基

本
戦
略

は
、

さ
ら
に

維
持

、
必
要

に
応

じ
て

強
化

し
、
速
や

か
に

行
わ

な
け
れ

ば
な
ら

な
い

と
考
え

て
い

ま
す
。

 

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
報
告
の
少
な
か
っ
た
欧
州
や
米
国
な
ど
の
諸
外
国
で
新
規
感
染
者
数
が
急
増
し
て

お
り
、
中
東
、
東
南
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
も
大
規
模
感
染
が
拡
が
っ
て
い
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
感
染
者
ゼ
ロ
を
目
指
す
国
内
で
の
封
じ
込
め
は
困
難
な
状
況
で
す
。
こ
の
た
め
、
こ
う

し
た
国
々
か
ら
、
我

が
国
に

持
ち

込
ま
れ

る
新

型
コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル
ス

へ
の

対
応

や
、
国

内
に
お

い
て

も
、

後
述
す

る
、
ク

ラ
ス

タ
ー
（

患
者

集
団
）

の
感

染
源
（

リ
ン

ク
）
が

追
え

な
い
事

例
が

散
発
的

に
発

生
し

て
い
る

こ
と
な

ど
へ

の
対
策

は
依

然
と
し

て
必

須
で
あ
り
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
早
期
把
握
と
と
も
に
、
地
域

ご
と
の
状
況
に
応
じ
た
「
市
民
の
行
動
変
容
」
や
「
強
い
行
動
自
粛
の
呼
び
か
け
」
を
お
願
い
す
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
い

か
に

し
て

小
規

模
な
感

染
の

連
鎖
に

留
め

、
そ
れ

ぞ
れ

の
地
域

に
お

い
て

適
切
な

制
御

を
行
っ

た
上
で

収
束

を
図
っ

て
い

け
る
か

が
重

要
に

な
っ
て

き
て
い

ま
す

。
 

 

２
．

ク
ラ
ス
タ

ー
対

策
の

現
状
に

つ
い
て

 

世
界
保

健
機
関

（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）

の
テ
ド
ロ
ス
事
務
局
長
は

、
2
0
2
0
年
３
月
１
３
日
の
事

務
局

長
の
ス

テ
ー

ト
メ
ン

ト
に
お

い
て

、
日
本

が
「

ク
ラ
ス

タ
ー

（
患
者

集
団

）
の
早

期
発

見
・
早

期
対

応
」
と

い
う

戦
略

を
と
っ

て
様
々

な
取

組
を
進

め
て

き
た
こ

と
を

高
く
評

価
し
て
い
ま
す
。
諸
外
国
で
は
数
百
～
数
千
人
規

模
の
感
染
者
数
に
な
る
ま
で
介
入
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
死
亡
者
数
の
急
増
を
引
き
起
こ
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
日
本
で
は
少
人
数
の
ク
ラ
ス
タ
ー
（
患
者
集
団
）
か
ら
把
握
し
、
こ
の
感
染
症
を
一
定

の
制
御
下
に
置
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
、
諸
外
国
と
の
患
者
発
生
状
況
と
死
亡
者
数
の
差
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
、
厚
生
労
働
省
の
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
班
で
は
、
感
染
者
、
濃
厚
接
触
者
、
保
健
所
、
地
方
公

共
団
体
の
ご
協
力
を
得
て
、
ク
ラ
ス
タ
ー
（
患
者
集
団
）
を
早
期
に
発
見
し
、
そ
の
方
々
に
対
し
て
人
と

人
と
の
接
触
を
で
き
る
だ
け
絶
つ
よ
う
要
請
し
な
が
ら
、
継
続
的
に
健
康
状
態
を
確
認
す
る
、
と
い
う
活

動
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
急
速
な
感
染
拡
大
を
抑
制
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
地
域
も
出
て

き
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
の
実
施
体
制
に
は
、
そ

も
そ
も
ク
ラ
ス
タ
ー
（
患
者
集
団
）
対
策
を
指
揮
で
き
る
専
門
家
が
少
な
い
こ
と
や
、
帰
国
者
接
触
者
相

談
セ
ン
タ
ー
へ
の
対
応
を
含
め
て
保
健
所
に
お
け
る
労
務
負
担
が
過
重
に
な
っ
て
お
り
、
ク
ラ
ス
タ
ー
対

策
に
人
員
を
割
け
な
い
こ
と
な
ど
様
々
な
課
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
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3 
 ３

．
北

海
道
の

感
染

状
況
と

対
策

の
効
果

に
つ

い
て

 

【
注
意
】
※
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
か
ら
発
病
に
要
す
る
潜
伏
期
間
の
平
均
値
は
約
５

日
間
で
あ
り
、
発
病
か
ら
診
断
さ
れ
報
告
ま
で
に
要
し
て
い
る
平
均
日
数
は
約
８
日
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
我
々
が
今
日
見
て
い
る
デ
ー
タ
は
、
そ
の
約
２
週
間
前
の
新
規
感
染
の
状
況
を

捉
え
た
も
の
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
３
月
上
旬
頃
の
状
況
で
あ
る
と
い
う
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
下
さ
い
。
 

急
激
な
感
染
拡
大
の
兆
候
が
あ
っ
た
北
海
道
に
お
い
て
は
、
2
0
2
0
年

2
月

2
8
日
に
知
事
よ
り
緊
急
事

態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
週
末
の
外
出
自
粛
要
請
の
ほ
か
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
自
粛
、
学
校
の
休
校

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
道
民
や
事
業
者
、
若
者
が
主
体
と
な
っ
た
啓
発
の
取
組
み
が
、

い
ち
早
く
進
展
し
て
い
ま
す
。
 

北
海
道
の
感
染
状
況
を
み
る
と
、
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
る
前
の

2
月

2
7
日
、
2
8
日
に
は

1
0
名
を

超
え
る
新
規
感
染
者
の
報
告
が
続
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
急
激
な
感
染
拡
大
を
示
す
状
況
は
認
め
ら
れ
て

お
ら
ず
、
直
近
の
数
日
で
は
０
～
５
名
以
内
の
報
告
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
（
図

1
左
）
。
流
行
規
模
の
拡
大

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
他
方
、
感
染
源
（
リ
ン
ク
）
が
追
え
な
い
新
規
感
染
者
数
は
横
ば
い
に
留
ま

っ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
伝
播
は
確
実
に
は
止
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
図
１
に
示
す
よ
う
に
、
実

効
再

生
産
数

（
感
染
症
の
流
行
が
進
行
中
の
集
団
の
あ
る
時
刻
に
お

け
る
、
１
人
の
感
染
者
が
生
み
出
し
た
二
次
感
染
者
数
の
平
均
値
）
は

、
日
に
よ
っ
て
変
動
は
あ
る
も
の

の
概
ね
１
程
度
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
後
は
１
を
下
回
る
日
も
増
え
て
い
ま

す
。
（
図
１
の
青
い
線
を
参
照
）
。
緊

急
事

態
の
発
生

前
と

発
生
後

の
同

一
期
間

（
2
月

1
6
日
～

2
8
日
と

2
9
日

～
3
月

1
2
日
）

で
実

効
再

生
産
数

を
推

定
す
る

と
0
.
9
（

9
5
％
信
頼

区
間

：
0
.
7
、

1
.
1
）
か

ら
0
.
7

（
9
5
％
信
頼

区
間

：
0
.
4
、

0
.
9
）
へ

と
減

少
を
し
ま

し
た

。
 

さ
ら
に
、
北
海
道
に
お
い
て
は
、
感
染
者
、
濃
厚
接
触
者
、
地
方
公
共
団
体
、
保
健
所
の
皆
様
の
ご
協

力
と
ご
努
力
に
よ
り
、
ク
ラ
ス
タ
ー
（
患
者
集
団
）
を
十
分
に
把
握
で
き
た
こ
と
で
、
こ
の
感
染
症
の
爆

発
的
な
増
加
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
以
上
の
状
況
か
ら
、
専

門
家

会
議
と

し
て

は
、
北

海
道
で

は
一

定
程
度

、
新

規
感
染

者
の

増
加
を

抑
え

ら
れ

て
い
る

こ
と
を

示
し

て
い
る

と
判

断
し

て
い
ま

す
が
、

依
然

と
し
て

流
行

は
明
確

に
収

束
に
向

か
っ

て
お
ら

ず
憂

慮
す
べ

き
状

態
が
続

い
て

い
る

と
考
え

て
い
ま

す
。

ま
た
、

北
海

道
知
事

に
よ

る
緊
急

事
態

宣
言

を
契
機

と
し
て

、
道

民
の
皆

様
が

日
常

生
活
の

行
動
を

変
容

さ
せ
、

事
業

者
の
方

々
が

迅
速
に

対
策

を
講
じ

ら
れ

た
こ
と

に
つ

い
て
は

、
急

速
な

感
染
拡

大
の
防

止
と

い
う
観

点
か

ら
み
て

一
定

の
効
果

が
あ

っ
た
も

の
と

判
断

し
て
い
ま
す
。
 

た
だ
し
、
緊
急
事
態
宣
言
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
自
粛
要
請
等
の
う
ち
、
ど
の
よ
う
な
対
策
や
ど
の
よ

う
な
行
動
変
容
が
最
も
効
果
を
上
げ
た
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
決
し
て
こ
の
先

に
つ
い
て
楽
観
視
で
き
る
状
況
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
最
近
、
患
者
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
札
幌
な

ど
を
含
め
、
引
き
続
き
、
こ
れ
ま
で
集
団
感
染
が
確
認
さ
れ
た
場
に
共
通
す
る
３
つ
の
条
件
を
避
け
る
た

め
の
取
組
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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4 
     ４

．
現

在
の

国
内

の
感

染
状

況
と

対
策

の
効

果
に

つ
い

て
【

注
意

】
※

 

（
１

）
国

内
の

感
染

状
況

に
つ

い
て

 

北
海

道
以

外
の

新
規

感
染

者
数

は
、

日
ご

と
の

差
は
あ

る
も

の
の

、
都

市
部

を
中

心
に

漸
増

し
て

お

り
、

３
月

1
0
日

以
降

、
新

規
感

染
者

数
の

報
告

が
5
0
例

を
超

え
る

日
も

続
い

て
い

ま
す

。
ま

た
、

高
齢

者
福

祉
施

設
で

集
団

感
染

が
発

生
す

る
事

例
が

あ
り

ま
す

。
こ

の
こ

と
は

、
既

に
一

定
の

地
域

で
は

感
染

が
広

が
り

つ
つ

あ
り

、
高

齢
者

な
ど

感
染

に
弱

い
立

場
の

方
々

に
症

状
が

現
れ

て
し

ま
っ

た
こ

と
を

意
味

し
て

い
ま

す
。

 

図
２

に
示

し
た

よ
う

に
、

日
本

全
国

の
実

効
再

生
産

数
は

、
日

に
よ

っ
て

変
動
は

あ
る

も
の

の
、

１
を

は
さ

ん
で

変
動

し
て

い
る

状
況

が
続

い
た

も
の

の
、

３
月

上
旬

以
降

を
み

る
と

、
連

続
し

て
１

を
下

回
り

続
け

て
い

ま
す

。
今

後
と
も

、
こ

の
動

向
が

ど
の

よ
う

に
変

化
す

る
の

か
、

注
意

深
く

観
察

を
続

け
な

が

ら
、

状
況

に
応

じ
た

必
要

な
対

応
を

そ
の

都
度

、
機

敏
に

講
じ

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
 

ま
た

、
図

３
に

示
し

た
よ

う
に

、
感

染
源

（
リ

ン
ク

）
が

分
か

ら
な

い
感

染
者

の
増

加
が

生
じ

て
い

る

地
域

が
散

発
的

に
発

生
し

て
い

ま
す

。
今

後
、

ク
ラ
ス

タ
ー

（
患

者
集

団
）

の
感

染
源

（
リ

ン
ク

）
が

分

左
上

：
発

病
時

刻
に

基
づ

く
流

行
曲

線
。

左
下

：
リ

ン
ク

の
な

い
感

染
者

の
流

行
曲

線
（

報
道

発
表

ベ
ー

ス
）。

右
上

：
推

定
さ

れ
た

感
染

時
刻

別
の

新
規

感
染

者
数

（
左

縦
軸

・
棒

グ
ラ

フ
；

黄
色

は
国

内
発

生
、

灰
色

は
輸

入
感

染
者

）
と

そ
れ

に
基

づ
く

実
効

再
生

産
数

（
1

人
あ

た
り

が
生

み
出

し
た

2
次

感
染

者
数

・
青

線
）

の
推

定
値

。
青

線
は

最
尤

推
定

値
、

薄
青

い
影

は
95％

信
頼

区
間

で
あ

る
。

右
下

：
緊

急
事

態
宣

言
前

後
の

同
一

期
間

（
2

月
16

日
～

28
日

と
29

日
～

3
月

12
日

）
を

定
数

と
想

定
し

た
場

合
の

実
効

再
生

産
数

の
推

定
値

。
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5 
 か

ら
な

い
感

染
者

が
増

え
て

い
く

場
合

は
、

そ
の

背
景

に
、

ど
の

よ
う

な
規

模
の

感
染

者
が

存
在

し
て

い

る
か

が
わ

か
ら

な
く

な
る

こ
と

を
意

味
し

て
い

ま
す

。
現

時
点

で
は

、
こ

う
し

た
感

染
経

路
が

明
ら

か
で

は
な

い
患

者
が

増
加

し
て

い
る

地
域

は
局

地
的

か
つ

小
規

模
に

留
ま

っ
て

い
る

も
の

の
、

今
後

、
こ

う
し

た
地

域
が

全
国

に
拡

大
し

、
さ

ら
に

、
ク

ラ
ス

タ
ー

（
患

者
集

団
）

の
感

染
源

（
リ

ン
ク

）
が

分
か

ら
な

い
感

染
者

が
増

加
し

て
い

く
と

、
い

つ
か

、
ど

こ
か

で
爆

発
的

な
感

染
拡

大
（

オ
ー

バ
ー

シ
ュ

ー
ト

（
爆

発
的

患
者

急
増

）
）

が
生

じ
、

ひ
い

て
は

重
症

者
の

増
加

を
起

こ
し

か
ね

ま
せ

ん
。
 

以
上

の
状

況
か

ら
、

日
本

国
内

の
感

染
の

状
況

に
つ

い
て

は
、

3
月

9
日

付
の
専

門
家

会
議

の
見

解
で

も
示

し
た

よ
う

に
、

引
き

続
き

、
持

ち
こ

た
え

て
い

ま
す

が
、

一
部

の
地

域
で

感
染

拡
大

が
み

ら
れ

ま

す
。

諸
外

国
の

例
を

み
て

い
て

も
、

今
後

、
地

域
に

お
い

て
、

感
染

源
（

リ
ン

ク
）

が
分

か
ら

な
い

患
者

数
が

継
続

的
に

増
加

し
、

こ
う

し
た

地
域

が
全

国
に

拡
大

す
れ

ば
、

ど
こ

か
の

地
域

を
発

端
と

し
て

、
爆

発
的

な
感

染
拡

大
を

伴
う

大
規

模
流

行
に

つ
な

が
り

か
ね

な
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

  

 

 注
：

カ
レ

ン
ダ

ー
時

刻
（

横
軸

）
別

の
推

定
の

新
規

感
染

者
数

（
左

縦
軸

・
棒

グ
ラ

フ
；

黄
色

は
国

内
発

生
、

灰
色

は
輸

入
感

染
者

）
と

そ
れ

に
基

づ
く

実
効

再
生

産
数

（
1

人
あ

た
り

が
生

み
出

し
た

2
次

感
染

者
数

・
青

線
）

の
推

定
値

。
青

線
は

最
尤

推
定

値
、

薄
青

い
影

は
95％

信
頼

区
間

で
あ

る
。
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(
２

)
 

国
内

で
の

様
々

な
対

策
の

効
果

に
つ

い
て

 

北
海

道
以

外
の

地
域

に
お

い
て

も
、

政
府

に
よ

っ
て

要
請

さ
れ

た
大

規
模

イ
ベ

ン
ト

開
催

自
粛

や
、

全
国

一
斉

休
校

が
実

施
さ

れ
た

ほ
か

、
急

速
な

感
染

拡
大

が
危

惧
さ

れ
る

地
域

に
お

け
る

的
確

な
積

極

的
疫

学
調

査
の

実
施

な
ど

が
行

わ
れ

ま
し

た
。

 

こ
の

結
果

、
た

と
え

ば
、

時
差

出
勤

へ
の

協
力

に
よ

り
、

首
都

圏
で

は
ピ

ー
ク

時
の

乗
車

率
が

減
少

す
る

な
ど

、
事

業
の

特
徴

に
応

じ
た

事
業

継
続

方
法

の
変

更
や

働
き

や
す

い
環

境
整

備
に

工
夫

が
凝

ら

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

そ
れ

ら
が

な
か

っ
た

こ
と

と
の

比
較

は
で

き
な

い
も

の
の

、
現

時
点

で
は

、
「

メ
ガ

ク
ラ

ス
タ

ー
（

巨

大
な

患
者

集
団

）
」

の
形

成
は

な
さ

れ
て

い
な

い
と

推
測

さ
れ

ま
す

。
ま

た
、

図
３

で
示

し
た

よ
う

に
、

都
市

部
を

有
す

る
地

域
を

中
心

に
発

症
者

の
漸

増
が

認
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
一

方
、

日
本

全
国

で
見

れ

ば
、

大
規

模
イ

ベ
ン

ト
等

の
自

粛
や

学
校

の
休

校
等

の
直

接
の

影
響

な
の

か
、

そ
れ

に
付

随
し

て
国

民

の
行

動
変

容
が

生
じ

た
の

か
、

そ
の

内
訳

ま
で

は
分

か
ら

な
い

も
の

の
、

一
連

の
国

民
の

適
切

な
行

動

変
容

に
よ

り
、

国
内

で
の

新
規

感
染

者
数

が
若

干
減

少
す

る
と

と
も

に
、

効
果

が
あ

っ
た

こ
と

を
意

味

し
て

い
ま

す
。

し
か

し
な
が

ら
、

海
外

か
ら

の
流

入
は

続
い

て
お

り
、

ま
た

、
一

般
に

感
染

症
の

増
減

に
は

一
定

の
小

幅
な

サ
イ

ク
ル

が
存

在
し

て
い

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

引
き

続
き

、
そ

の
動

向
を

注
視

し

注
：

2020
年

2
月

27
日

～
3

月
4

日
、

3
月

5
日

～
11

日
お

よ
び

3
月

12～
18

日
の

間
に

報
道

発
表

さ
れ

た
各

都
道

府
県

の
感

染
源

が
わ

か
ら

な
い

感
染

者
数

の
相

対
割

合
（

各
期

間
中

の
全

国
総

計
値

を
100％

と
し

た
と

き
の

各
都

道
府

県
の

割
合

）。
こ

れ
ら

の
う

ち
積

極
的

疫
学

調
査

に
よ

っ
て

感
染

源
が

探
知

さ
れ

た
者

は
、

今
後

、
集

計
値

か
ら

引
か

れ
て

い
く

こ
と

と
な

る
。

流
動

的
な

数
字

で
あ

る
こ

と
に

注
意

が
必

要
で

あ
る

。
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7 
 

て
い
く
と
と
も

に
、
市
民
や
事
業
者
の
皆
様
に
、
最
も
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
環
境
（
①
換
気

の
悪
い
密
閉
空

間
、
②
人
が
密
集
し
て
い
る
、
③
近
距
離
で
の
会
話
や
発
声
が
行
わ
れ
る
、
と
い
う

3

つ
の
条
件
が
同

時
に
重
な
っ
た
場
）
で
の
行
動
を
十
分
抑
制
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
 

 

（
３

）
重
症
化

す
る

患
者
さ

ん
に

つ
い
て

 
 

日
本
国
内
で

は
、
2
0
2
0
年
３
月

1
8
日
ま
で
に
、
感
染
が
確
認
さ
れ
た
症
状
の
あ
る
人

7
5
8
例
の
う

ち
、
入
院
治
療

中
の
人
は

5
7
9
例
お
り
、
そ
の
う
ち
、
軽
症
か
ら
中
等
度
の
人
が

3
3
7
名
（
5
8
.
2
％
）
、

人
工
呼
吸
器
を

使
用
ま
た
は
集
中
治
療
を
受
け
て
い
る
人
が

4
6
名
（
7
.
9
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
1
5
0
例
（

2
5
.
9
％
）
は
既
に
軽
快
し
退
院
し
て
い
ま
す
。
 

図
４
に
示
す

よ
う
に
、
日
本
国
内
で
は
、
2
0
2
0
年

3
月

1
8
日
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
死
亡
者
数
は

2
9

名
で
あ
り
、
イ

タ
リ
ア
な
ど
の
国
と
比
べ
て
、
入
院
者
に
占
め
る
死
亡
者
数
の
割
合
も
低
く
抑
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

こ
の
こ
と
は

、
限
ら
れ
た
医
療
資
源
の
な
か
で
あ
っ
て
も
、
日
本
の
医
師
が
重
症
化
し
そ
う
な
患
者

さ
ん
の
大
半
を

検
出
し
、
適
切
な
治
療
が
で
き
て
い
る
と
い
う
、
我
が
国
の
医
療
の
質
の
高
さ
を
示
唆

し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
 

し
か
し
な
が

ら
、
既
に
地
域
に
よ
っ
て
は
軽
症
者
や
回
復
後
の
観
察
期
間
に
あ
る
患
者
等
に
よ
っ
て

指
定
感
染
症
病

床
が
圧
迫
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
、
死
亡
者
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
状
況
も
鑑
み
る

と
、
専

門
家

会
議
と

し
て
は

、
欧

州
で
起

き
て

い
る
よ

う
な

爆
発
的

な
感

染
拡
大

の
可

能
性
や

、
そ

れ

に
伴
う

地
域
の

医
療

提
供
体

制
が

受
け
る

で
あ

ろ
う

影
響

の
深
刻
さ

に
つ

い
て
も

、
十

分
考
慮

し
て

お

か
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
と
考

え
て

い
ま
す

。
 

 

 

0
0

0
0

0
1

1
0

1
3

0
2

2
11

14
20

5
0

2
0

3
1

1
0

0
8

6
4

7
5

0
2

20
17

1
0

0
0

0
0

0
1

2
3

3
4

2
1

2
4

4
1

6
4

3
7

2
6

1
3

6
6

0
6

3
0

6
6

6
17

28
27

41
49

37

132

97

168

196
189

252

173

368
349

345

11
12

11
15

15
17

21

49
43

54
63

75
85

94

245

0

135

0 50

100

150

200

250

300

350

400

2020/3/2

2020/3/3

2020/3/4

2020/3/5

2020/3/6

2020/3/7

2020/3/8

2020/3/9

2020/3/10

2020/3/11

2020/3/12

2020/3/13

2020/3/14

2020/3/15

2020/3/16

2020/3/17

2020/3/18

死亡者数

英
国

米
国

日
本

韓
国

イ
タ
リ
ア

イ
ラ
ン

図
4．
国
別
報
告
日
毎
の
新
規
死
亡
者
数

11



8 
  ５

．
今

後
の
見

通
し

に
つ
い

て
 

今
日
我
々
が
見
て
い
る
こ
の
感
染
症
の
感
染
者
数
の
デ
ー
タ
は
、
感
染
か
ら
発
病
に
要
す
る
潜
伏
期
間
と

発
病
か
ら
診
断
さ
れ
報
告
ま
で
に
要
す
る
期
間
も
含
め
て
、
そ
の
約
２
週
間
前
の
新
規
感
染
の
状
況
を
捉
え

た
も
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
ど
こ
か
で
感
染
に
気
付
か
な
い
人
た
ち
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
（
患
者

集
団
）
が
断
続
的
に
発
生
し
、
そ
の
大
規
模
化
や
連
鎖
が
生
じ
、
オ
ー

バ
ー

シ
ュ

ー
ト
（

爆
発
的

患
者
急

増
）

が
始
ま

っ
て
い

た
と

し
て
も

、
事
前
に

は
そ

の
兆
候
を

察
知

で
き
ず

、
気
付
い
た

と
き

に
は
制

御
で

き
な

く

な
っ
て

し
ま
う

と
い

う
の
が

、
こ

の
感
染

症
対

策
の

難
し
さ

で
す

。
 

も
し
オ

ー
バ

ー
シ
ュ

ー
ト
が

起
き

る
と
、
欧
州

で
も
見

ら
れ

る
よ
う

に
、
そ
の
地

域
で

は
医
療

提
供

体
制

が
崩
壊

状
態
に

陥
り

、
こ
の

感
染

症
の
み

な
ら

ず
、
通

常
で

あ
れ
ば

救
済

で
き
る

生
命

を
救
済

で
き

な
く
な

る
と
い

う
事
態

に
至

り
か
ね

ま
せ

ん
。
こ
の

た
め

、
爆

発
的

患
者
急

増
が

起
き
た

イ
タ

リ
ア
や

ス
ペ

イ
ン
、

フ
ラ
ン

ス
と
い

っ
た

国
々
（

図
５

）
で
は

、
数
週

間
の

間
、
都
市
を

封
鎖

し
た

り
、
強

制
的
な

外
出

禁
止
の

措
置
や

生
活
必

需
品

以
外
の

店
舗

閉
鎖
な

ど
を

行
う
、
い

わ
ゆ

る
「
ロ
ッ

ク
ダ
ウ

ン
」
と

呼
ば
れ

る
強

硬
な

措
置
を

採
ら

ざ
る

を
得
な
く

な
る

事
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 

                 

注
：

報
告
日

付
（
横

軸
）
別
の

国
別

感
染

者
数
の

推
移
。
イ

タ
リ

ア
、

ス
ペ
イ

ン
、
ド
イ

ツ
、
 

 
 

 
 
フ
ラ

ン
ス

な
ど
で
同

様
の

増
殖

率
で
指

数
関
数
的

増
殖

が
見

ら
れ
る

（
オ
ー
バ

ー
シ

ュ
ー

ト
）
。
 

図
5．
国
別
の
累
積
感
染
者
数
の
推
移

0
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1500
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2500

3000

3500

4000

4500

5000

2/14/2020

2/19/2020

2/24/2020

2/29/2020

3/5/2020

3/10/2020

3/15/2020

患者数

報
告
日

日
本

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

ド
イ
ツ

イ
タ
リ
ア

ス
ペ
イ
ン

フ
ラ
ン
ス

35713人
13910人

12327人9043人
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日
本
の
あ
る
特
定
地
域
（
人
口

1
0
万
人
）

に
、
現

在
、

欧
州
で
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
な
大
規
模
流
行
が

生
じ
、
さ
ら
に
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
類
す
る
措
置
な
ど
が
講
じ
ら
れ
な
か
っ
た
と
仮
定
し
た
場
合
に
ど
の
よ
う

な
事
態
が
生
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
北
海
道
大
学
西
浦
教
授
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
図

6
の
と
お
り
、
 

基
本

再
生

産
数

（
Ｒ

0 ：
す

べ
て

の
者

が
感

受
性

を
有

す
る

集
団

に
お

い
て

１
人

の
感

染
者

が
生

み
出

し

た
二
次
感
染
者
数
の
平
均
値
）
が
欧
州
（
ド
イ
ツ
並
み
）
の
Ｒ

0 =
2
.
5
程
度
で
あ
る
と
す
る
と
、
症
状
の
出

な
い
人
や
軽
症
の
人
を
含
め
て
、
流
行

5
0
日
目
に
は

1
日
の
新
規
感
染
者
数
が

5
,
4
1
4
人
に
の
ぼ
り
、
最

終
的
に
人
口
の

7
9
.
9
％
が
感
染
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
呼
吸
管
理
・
全
身
管
理
を
要
す
る
重

篤
患

者
数
が
流
行

6
2
日
目
に
は

1
,
0
9
6
人
に
上
り
、
こ
の
結
果
、
地
域
に
お
け
る
現
有
の
人
工
呼
吸
器
の
数
を

超
え
て
し
ま
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
広
域
な
連
携
や
受
入
体
制
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
す
。
 

た
だ
し
、
も
ち

ろ
ん
今
回
の
推
計
に
基
づ
き
各
地
域
ご
と
に
人
工
呼
吸
器
等
を
整
備
す
る
べ
き
と
い
う
趣

旨
で
は
な
く
、
今

回
示
し
た
基
本
再
生
算
数
が
も
た
ら
す
大
幅
な
感
染
の
拡
大
が
生
じ
な
い
よ
う
、
ク
ラ
ス

タ
ー
対
策
等
強
力
な
公
衆
衛
生
学
的
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
各
都
道
府
県
が
整
備
し
よ
う
と
し

て
い
る
医
療

提
供
体

制
を

上
回
ら
な
い

よ
う
に

す
る

べ
き
で
す
。
（
各
地

域
で

整
備
す
べ
き

医
療
提

供
体

制

に
つ
い
て
の
考
え
方
は
６
で
示
す
と
お
り
）
 

な
お
、
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
が
生
じ
る
可
能
性
は
、
人
が
密
集
し
、
都
市
と
し
て
の
人
の
出
入
り
が
多
い

大
都
市
圏
の
方
が
よ
り
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

 

 
 

 こ
の
た
め
、
有
事
に
備
え
、
十
分
な
医
療
提
供
体
制
が
必
要
に
な
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
こ
う

し
た
状
況
を
可
能
な
限
り
回
避
す
る
た
め
の
取
組
が
よ
り
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
多
く
の
人
々
の

十
分
な
行
動
変
容
を
通
じ
た
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
の
抜
本
的
拡
充
だ
け
で
は
全

く
不
十
分
で
す
。
す
な
わ
ち
、
も

し
大

多
数

の
国
民

や
事
業

者
の
皆

様
が

、
人
と

人
と

の
接
触

を
で

き
る
限

0

5
0
0

1
0
0
0

1
5
0
0

2
0
0
0

2
5
0
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0
0
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0
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0
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2
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3
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4
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5
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6
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7
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8
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9
0

1
0
0

新規感染者数（人/10万）

時
刻
（
日
）

新
規
感
染
者
（
0
-
1
4歳
）

新
規
感
染
者
（
1
5
-
6
4歳
）

新
規
感
染
者
（
6
5歳
以
上
）

0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0
1
0
0
1
1
0
1
2
0

重篤患者数（人/10万）

時
刻
（
日
）

重
篤
患
者
（
1
5
-
6
4歳
）

重
篤
患
者
（
6
5歳
以
上
）

図
6．
大
規
模
流
行
時
に
想
定
さ
れ
る

10万
人
当
た
り
の
新
規
感
染
者
数
（
左
）
と

重
篤
患
者
数
（
右
）

注
：

い
ず

れ
も

10
万

人
あ

た
り

の
新

規
感

染
者

数
等

。
右

図
の

赤
実

線
は

日
本

国
内

の
10

万
人

あ
た

り
の

使
用

可
能

な
人

工
呼

吸
器

台
数

を
示

す
。
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10 
 り

絶
つ

努
力
、
「

3
つ

の
条

件
が

同
時
に

重
な

る
場
」

を
避

け
て
い

た
だ

く
努
力

を
続

け
て

い
た
だ

け
な
い

場
合
に

は
、
既
に

複
数
の
国

で
報

告
さ
れ

て
い

る
よ
う

に
、
感
染

に
気

づ
か
な
い

人
た

ち
に
よ

る
ク

ラ
ス
タ

ー
（
患
者

集
団
）
が
断

続
的

に
発

生
し
、
そ
の
大

規
模

化
や

連
鎖
が

生
じ

え
ま
す

。
そ
し

て
、
あ

る
日
、
オ

ー
バ
ー

シ
ュ
ー

ト
（
爆
発
的

患
者

急
増

）
が

起
こ
り
か

ね
な

い
と
考

え
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
事
態
が

生
じ
た
場
合
に
は
、
そ
の
時
点
で
取
り
得
る
政
策
的
な
選
択
肢
は
、
我
が
国
で
も
、
幾
つ
か
の
国
で
実
施
さ

れ
て
い
る
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
類
す
る
措
置
を
講
じ
る
以
外
に
ほ
と
ん
ど
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
、
国
民
の
皆

様
に
あ
ら
か
じ
め
、
ご
理
解
い
た
だ
い
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て

、
我
々

と
し

て
は
、
「
３

つ
の
条

件
が

同
時
に
重
な

る
場
」

を
避

け
る
た
め
の

取
組
を

、
地

域
特
性
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
よ
り
国
民
の
皆
様
に
徹
底
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
多
く
の
犠
牲

の
上
に
成
り
立
つ
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
よ
う
な
事
後
的
な
劇
薬
で
は
な
い
「
日
本
型
の
感
染

症
対
策
」
を
模
索
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
地
域
別
の
予
兆
を
少
し
で
も
早
く
把
握
し
な
が
ら
、
も
し
、
特
定
地
域
に
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
の
兆
し
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
、
ま
ず
は
、
地
域
別
の
対
応
を
徹
底
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
全
国
的

に
も
、
よ
り

一
層
の

行
動

変
容
が
必
要

で
あ
る

と
考

え
て
い
ま
す

。
特
に

、
こ

れ
ま
で
の
事

例
を
見

る
と

、

症
状
が
軽
い
方
が
、
感
染
に
気
が
つ
か
な
い
ま
ま
、
街
を
出
歩
い
て
感
染
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
、
こ
う
し
た
方
々
を
含
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
全
員
が
「
３
つ
の
条
件
が
同
時
に
重
な
る
場
」
を
避
け
る
な

ど
の
行
動
変
容
を
徹
底
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。
 

ま
た
、
こ
れ

ま
で
に

わ
か

っ
て
き
た
こ

と
と
し

て
は

、
オ
ー
バ
ー

シ
ュ
ー

ト
の

リ
ス
ク
を
高

め
る
の

が
、

「
３
つ
の
条

件
が
同

時
に

重
な
る
場
」

を
避
け

に
く

い
状
況
が
生

じ
や
す

い
、
「
全
国
か
ら

不
特
定

多
数

の

人
々
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
」
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
そ
の
も
の
が
リ
ス
ク
の
低
い
場
で
行
わ
れ
た

と
し
て
も
、
イ
ベ

ン
ト
の
前
後
で
人
々
が
交
流
す
る
機
会
を
制
限
で
き
な
い
場
合
に
は
、
急
速
な
感
染
拡
大

の
リ
ス
ク
を

高
め
ま

す
。

ま
た
、
規
模

の
大
き

な
イ

ベ
ン
ト
の
場

合
は
、

会
場

に
感
染
者
が

い
た
場

合
に

、

ク
ラ
ス
タ
ー
（
患
者
集
団
）
の
連
鎖
が
発
生
し
、
爆
発
的
な
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。
 

現
時
点
で
は
、
安
全
な
規
模
や
地
域
に
よ
る
基
準
を
設
け
ら
れ
る
よ
う
な
科
学
的
な
根
拠
は
な
く
、
こ
れ

ま
で
の
事
例
か
ら
判
断
す
る
し
か
な
い
状
況
で
す
。
 

「
3
つ
の
条
件
が
同
時
に
重
な
る
場
」
を
避
け
る
な
ど
適
切
な
対
応
を
と
ら
れ
れ
ば
、
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
が
、
国
内
外
の
現
在
の
感
染
状
況
を
考
え
れ
ば
、
短
期
的
収
束
は
考

え
に
く
く
長
期
戦
を
覚
悟
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

 

６
.
地

域
ご
と

に
準

備
が
必

要
な

医
療
提

供
体

制
に
つ

い
て

 

 
上
記
患
者
数
の
見
通
し
に
基
づ
き
、
各
地
域
で
完
全
な
医
療
提
供
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
は
到
底
不
可
能

で
す
。
ま
た
、
現
時
点
で
有
効
な
治
療
薬
、
ワ

ク
チ
ン
は
存
在
せ
ず
、
人
工
呼
吸
器
や
エ
ク
モ
と
い
っ
た
重

症
患
者
に
有
効
な
医
療
機
器
も
使
用
す
る
た
め
に
は
高
度
に
訓
練
さ
れ
た
医
師
、
臨
床
工
学
技
士
、
看
護

師

等
が
多
数
必

要
で
あ

り
、

既
存
の
医
療

従
事
者

で
対

応
可
能
な
数

し
か
増

加
さ

せ
る
こ
と
は

で
き
ま

せ
ん

。 

 
そ
の
た
め
、
最

も
こ
の
感
染
症
に
よ
る
死
者
を
減
ら
す
た
め
に
、
ま
ず
は
各
地
域
で
初
期
に
考
え
ら
れ
る

（
す
で
に
各

地
域
に

示
し

た
患
者
推
計

モ
デ
ル

に
基

づ
い
た
）
感

染
者
数

、
外

来
患
者
数
、

入
院
患

者
数

、

重
篤
患
者
数
に
応
じ
た
医
療
提
供
体
制
が
整
え
ら
れ
る
よ
う
、
こ
の
感
染
症
を
重
点
的
に
受
け
入
れ
る
医
療

機
関
の
設
定
や
、
重
点
医
療
機
関
等
へ
の
医
療
従
事
者
の
派
遣
、
予
定
手
術
、
予
定
入
院
の
延
期
等
で
き
う

14



11 
 る
か
ぎ
り
の
医
療
提
供
体
制
の
整
備
を
各
都
道
府
県
が
実
施
す
る
こ
と
が
早
急
に
必
要
と
考
え
ま
す
。
 

ま
た
、
毎
日
の

陽
性
患
者
数
の
デ
ー
タ
等
を
通
じ
て
、
必
要
に
応
じ
特
に
重
篤
患
者
に
係
る
広
域
調
整
を

行
う
た
め
、

都
道
府

県
を

越
え

た
広
域

調
整
本

部
の

設
置
準
備
等

が
あ
ら

か
じ

め
必
要
と
考

え
ら
れ

ま
す

。 

 ７
．
地

域
ご
と

の
対

応
に
関

す
る

基
本
的

な
考

え
方

 

今
後
、
日
本
の
ど
こ
か
で
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
地
域
ご
と
に
断
続
的
に
発
生
し

て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
は
、
社
会
・
経
済
機
能
へ
の
影
響
を
最
小
限
と
し

な
が
ら
、
感
染
拡
大
防
止
と
ク
ラ
ス
タ
ー
連
鎖
防
止
の
効
果
を
最
大
限
に
し
て
い
く
観
点
か
ら
、
地
域
の

感
染
状
況
別
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
必
要
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

感
染
状
況
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
地
域
で
は
、
ま
ん
延
の
お
そ
れ
が
高
い
段
階
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま

ず
は
、
地
域
に
お
け
る
独
自
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ア
ラ
ー
ト
の
発
出
や
一
律
自
粛
の
必
要
性
に
つ
い
て
適
切

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
社
会
・
経
済
活
動
へ
の
影
響
も
考
慮
し
、
導
入
す
る
具
体

的
な
自
粛
内
容
、
タ
イ
ミ
ン
グ
、
導
入
後
の
実
施
期
間
な
ど
を
十
分
に
見
極
め
、
特
に
「
感
染
拡
大
が
急

速
に
広
ま
り
そ
う
な
局
面
」
や
「
地
域
」
に
お
い
て
、
そ
の
危
機
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
ま
で
の
期
間
に
限

っ
て
導
入
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
 

感
染
状
況
が
収
束
に
向
か
い
始
め
て
い
る
地
域
並
び
に
一
定
程
度
に
収
ま
っ
て
き
て
い
る
地
域
で
は
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
人
の
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
や
「
３
つ
の
条
件
が
同
時
に
重
な
る
場
」
を
徹
底
的
に
回
避

す
る
対
策
を
し
た
う
え
で
、
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
の
低
い
活
動
か
ら
、
徐
々
に
解
除
す
る
こ
と
を
検
討
す

る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
た
だ
し
、
一
度
、
収
束
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
ク
ラ
ス
タ
ー

（
患
者
集
団
）
発
生
の
早
期
発
見
を
通
じ
て
、
感
染
拡
大
の
兆
し
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
、
再
び
、
感
染

拡
大
の
リ
ス
ク
の
低
い
活
動
も
含
め
て
停
止
す
る
必
要
が
生
じ
え
ま
す
。
 

感
染
状
況
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
は
、
学
校
に
お
け
る
様
々
な
活
動
や
、
屋
外
で
の
ス
ポ
ー
ツ

や
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
文
化
・
芸
術
施
設
の
利
用
な
ど
を
、
適
切
に
そ
れ
ら
の
リ
ス
ク
を
判
断
し
た
上
で
、

感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
の
低
い
活
動
か
ら
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
急
激
な
感
染
拡
大
へ
の
備
え

と
、
「
3
つ
の
条
件
が
同
時
に
重
な
る
場
」
を
徹
底
的
に
回
避
す
る
対
策
は
不
可
欠
で
す
。
 

 

８
．
学

校
等
に

つ
い

て
 

政
府
は
、
２
月

2
7
日
に
、
全
国
の
小
中
高
・
特
別
支
援
学
校
の
一
斉
臨
時
休
校
を
要
請
し
ま
し
た
。
学

校
の
一
斉
休
校
に
つ
い
て
は
、
３
．
で
触
れ
た
よ
う
に
、
北
海
道
に
お
い
て
は
他
の
取
組
と
相
ま
っ
て
全

体
と
し
て
一
定
の
効
果
が
現
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
が
、
学
校
の
一
斉
休
校
だ
け
を
取
り
出
し
「
ま
ん
延

防
止
」
に
向
け
た
定
量
的
な
効
果
を
測
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
 

ま
た
、
こ
の
感
染
症
は
、
子
ど
も
は
重
症
化
す
る
可
能
性
が
低
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で

は
、
中
国
等
で
は
重
症
化
し
た
事
例
も
少
数
例
な
が
ら
報
告
さ
れ
て
お
り
、
更
に
、
一
般
に
は
重
症
化
し

に
く
い
特
性
か
ら
、
無
症
状
又
は
症
状
の
軽
い
子
ど
も
た
ち
が
、
高
齢
者
等
を
含
む
家
族
内
感
染
を
引
き

起
こ
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
連
鎖
の
き
っ
か
け
と
な
る
可
能
性
な
ど
を
指
摘
す
る
海
外
論
文
な
ど
も
見
ら
れ
て

お
り
、
現
時
点
で
は
、
確
た
る
こ
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
上
記
７
．

の
「
感
染
状
況
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
地
域
」
で
は
、
一
定
期
間
、
学
校
を
休
校
に
す
る
こ
と
も
一
つ
の
選

択
肢
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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12 
 Ⅲ

．
提

言
等

 

１
．

政
府
及
び

地
方

公
共
団

体
へ

の
提
言

 

（
１
）

ク
ラ
ス

タ
ー

対
策
の

抜
本

的
な
強

化
 

現
在
の
実
施
体
制
で
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
と
い
う
戦
略
を
更
に
継
続
す
る

の
は
厳
し
く
、
爆
発
的
な
感
染
拡
大
を
伴
う
大
規
模
流
行
を
回
避
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
 

こ
の
た
め
、
専

門
家

会
議
と

し
て

は
、
抜

本
的

な
ク
ラ

ス
タ

ー
対
策

の
拡

充
を
迅

速
に

実
施
す

べ

き
で
あ

る
と
考

え
、

そ
の
一

刻
も

早
い
実

現
を

政
府
に

強
く

要
望
し

ま
す

。
具
体
的
に
は
、
①

地
域

で
ク
ラ

ス
タ
ー

（
患

者
集
団

）
対

策
を
指

揮
す

る
専
門

家
を

支
援
す

る
人

材
の
確

保
、
②
地
方
公
共

団
体
間
の
強
力
な
広
域
連
携
の
推
進
を
図
っ
た
上
で
、
③
地

方
公

共
団

体
間
で
保

持
す

る
感
染

者
情

報
を

そ
れ
ぞ
れ

の
地

域
の
リ

ス
ク

ア
セ
ス

メ
ン

ト
に
活

用
で

き
る
シ

ス
テ

ム
を
作

る
こ

と
、
④
保
健

所
が
大

規
模
な

ク
ラ

ス
タ
ー

対
策

に
専
念

で
き

る
人
員

と
予

算
の
投

入
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
 

 

（
２
）

北
海
道

及
び

各
地
方

公
共

団
体
へ

の
お

願
い

 

こ
の
先
、
新
た
な
感
染
者
や
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
も
あ
り
得
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
注
意
深
く
警

戒
を
続
け
な
が
ら
、
今

後
は

、
適

宜
、
必

要
に

応
じ
て

、
今

回
と
同

様
の

対
応
を

講
じ

る
こ
と

も
視

野
に
入

れ
て
お

く
必

要
が
あ

り
ま

す
。

一
方
で
、
こ
の

北
海

道
の
経

験
は

、
他
の

地
域

に
お
い

て

も
、
政

府
と
の

緊
密

な
情
報

連
携

に
よ
り

、
地

方
公

共
団
体

の
首
長

に
よ

る
独
自

の
メ

ッ
セ
ー

ジ
や

ア
ラ
ー

ト
の
発

出
等

が
、
地

域
住

民
の
行

動
変

容
に
つ

な
が

り
、
一

定
の

効
果
を

上
げ

る
可
能

性
を

示
唆
し

て
い
る

と
考

え
ま
す

。
感
染
状
況
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
地
方
公
共
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ま
ん
延
の
お
そ
れ
が
高
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
厚
生
労
働
省
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
等
を
基

に
、
ま
ず
は
、
地
域
住
民
の
行
動
変
容
に
つ
な
げ
る
た
め
の
自
発
的
な
取
組
の
実
施
も
考
慮
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

 （
３
）
「

３
つ

の
条
件

が
同

時
に

重
な
っ

た
場

」
を
避

け
る

取
組
の

必
要

性
に
関

す
る

周
知
啓

発
の

徹
底

 

ま
ん
延
の
防
止
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
の
行
動
変
容
を
一
層
徹
底
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
専
門
家
会
議
と
し
て
は
、
国
に
対
し
て
は
、
３
つ
の
条
件
が
同
時
に
重
な
っ
た
場
を
避

け
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
周
知
広
報
の
充
実
を
求
め
ま
す
。
 

 （
４
）

重
症
者

を
優

先
す
る

医
療

体
制
の

構
築

 

重
症
患
者
に
対
す
る
診
療
に
は
、
特
別
な
知
識
や
環
境
、
医
療
機
器
を
要
す
る
た
め
、
診
療
で
き

る
人
員
と
資
源
を
継
続
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
、
一
般
医
療
機
関
の

う
ち
ど
の
機
関
が
感
染
者
の
受
入
れ
を
す
る
か
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
上
で
、
関
係
医
療
機
関
の
連
携
・
協
力
の
下
、
受
入
病
床
数
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
一
般
医
療

機
関
の
医
療
従
事
者
に
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
診
療
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
支
援
が
不

可
欠
で
す
。
 

そ
こ
で
、
専
門
家
会
議
と
し
て
は
、
重
症
者
を
優
先
す
る
医
療
体
制
へ
迅
速
に
移
行
す
る
た
め
、

地
域
の
感
染
拡
大
の
状
況
に
応
じ
て
、
受
診
、
入
院
、
退
院
の
方
針
を
以
下
の
よ
う
に
変
更
す
る
検
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討
を
進
め
る
べ
き
だ
と
判
断
し
ま
す
。
 

 
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
人
（
強
い
だ
る
さ
、
息
苦
し
さ
な
ど
を
訴
え
る
人
）
又
は
高
齢
者
、
基
礎

疾
患
の
あ
る
人
に
つ
い
て
は
、
早
め
に
受
診
し
て
い
た
だ
く
 

 
入
院
治
療
が
必
要
な
い
軽
症
者
や

無
症

状
の
陽
性
者
は
、
自
宅
療
養
と
す
る
※
。
た
だ
し
、
電
話

に
よ
る
健

康
状
態
の
把
握
は
継
続
す
る
 

 
入
院
の
対
象
を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
て
持
続
的
に
酸
素
投
与
が
必
要
な
肺

炎
を
有
す
る
患
者
、
入
院
治
療
が
必
要
な
合
併
症
を
有
す
る
患
者
そ
の
他
継
続
的
な
入
院
治
療
を

必
要
と
す
る
患
者
と
す
る

 

 
症
状
が
回
復
し
て
き
た
ら

退
院
及
び
自

宅
待
機
に
て
安
静
と
し
、
電
話
に
よ
る

健
康
状
態
の
把
握
は

継
続
す
る

 

 
ま
た
、
症
状
が
軽
い
陽
性
者
等
が
、
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
と
同
居
し
て
い
て
家
族
内
感
染

の
お
そ
れ
が
高
い
場
合
は
、
接
触
の
機
会
を
減
ら
す
た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は

、
症

状
が
軽
い
陽
性
者
等
が
宿
泊
施
設
等
で
の
療
養
を
行
う
こ
と
や
、
同
居
家
族
が

受
診
し
た
上
で
一
時

的
に
別
の
場
所
に
滞
在
す
る
こ
と

な
ど
、
家
族
内
感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
る
取
組
み
を
行
う
 

こ
の
よ
う
な
基
本
的
考
え
に
立
っ
て
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
、
重
症
度
な
ど
に
よ
る

医
療
機
関
の
役

割
分
担
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
 

 ※
 
現
在
は
、
ま
ん
延
防
止
の
観
点
か
ら
、
入
院
治
療
の
必
要
の
な
い
軽
症
者
も
含
め
て
、
感
染

症
法

の
規
定
に
基
づ
く
措
置
入
院
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
 

 

（
５
）

学
校
等

に
つ

い
て

 

春
休
み
明
け

以
降
の
学
校
に
当
た
っ
て
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
や
教
職
員
が
、
日
常
的
に
長
時
間

集
ま
る
こ
と
に

よ
る
感
染
リ
ス
ク
等
に
備
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
観
点
か
ら
、
ま
ず
は
、

地
域
ご
と
の
ま

ん
延
の
状
況
を
踏
ま
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
さ
ら
に
、
今
後
、
ど
こ
か
の
地
域

で
オ
ー
バ
ー
シ

ュ
ー
ト
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
Ⅱ
．
７
の
地
域
ご
と
の
対
応
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え

方
を
十
分
踏
ま

え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

ま
た
、
日
々

の
学
校
現
場
に
お
け
る
「
３
つ
の
条
件
が
同
時
に
重
な
る
場
」
を
避
け
る
た
め
、
①
換

気
の
悪
い
密
閉

空
間
に
し
な
い
た
め
の
換
気
の
徹
底
、
②
多
く
の
人
が
手
の
届
く
距
離
に
集
ま
ら
な
い

た
め
の
配
慮
、

③
近
距
離
で
の
会
話
や
大
声
で
の
発
声
を
で
き
る
だ
け
控
え
る
な
ど
、
保
健
管
理
や
環

境
衛
生
を
良
好

に
保
つ
よ
う
な
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
 

併
せ
て
、
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
や
手
洗
い
な
ど
の
基
本
的
な
感
染
症
対
策
の
徹
底
に
も
ご
留
意
く
だ
さ

い
。
 

児
童
生
徒
や

学
校
の
教
職
員
に
つ
い
て
は
、
学
校
現
場
で
感
染
リ
ス
ク
に
備
え
る
と
と
も
に
、
学
校

外
で
の
生
活
で

感
染
症
の
予
防
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
日
頃
か
ら
、
集
団
感
染
し
や
す
い

場
所
や
場
面
を

避
け
る
と
い
う
行
動
に
よ
っ
て
急
速
な
感
染
拡
大
を
防
げ
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

例
え
ば
、
で
き

る
だ
け
換
気
を
行
っ
て
密
閉
空
間
を
作
ら
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
や
手

洗
い
な
ど
の
基

本
的
な
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
た
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
適
度
な
運
動
、
休

養
、
睡
眠
な
ど

で
抵
抗
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
も
心
が
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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教
職
員
本
人

や
そ
の
家
族
等
が
罹
患
し
た
場
合
並
び
に
本
人
に
発
熱
等
の
風
邪
症
状
が
見
ら
れ
る
場

合
に
は
、
学
校

へ
出
勤
さ
せ
な
い
よ
う
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
児
童
生
徒
に
も
、
同
様
の
取
組

の
徹
底
を
図
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
大
学

等
に
お
か
れ
て
は
学
生
等
に
対
し
て
、
本
提
言
に
記
載
し
た
感
染
リ
ス
ク
を
高
め
る
行
動

を
慎
む
よ
う
、
正
確
な
情
報
提
供
や
周
知
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
特
に
春
休
み
期
間
に
、
感
染
症
危
険

情
報
が
高
い
国
・
地
域
に

海
外
旅
行
や
海
外

留
学
等
で
渡
航
し
た
学
生
等
が
帰
国
す
る
際
な
ど
に
は
、
新

た
な
渡
航
の
慎

重
な
検
討
や
一
時
帰
国
を
含
め
た
安
全
確
保
の
対
応
方
策
の
検
討
に
加
え
、
帰
国
し
て
２

週
間
は
体
調
管

理
を
行
い
、
体
調
に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
受
診
の
目
安
を
参
考
に
適
切
な
対
応
を

取
る
よ
う
、
学

生
等
へ
の
情
報
提
供
や
周
知
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 ２
．

市
民
と
事

業
者

の
皆
様

へ
 

（
１
）

３
つ
の

条
件

が
同
時

に
重

な
っ

た
場
に

お
け
る

活
動

の
自
粛

の
お

願
い

 

こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
デ
ー
タ
か
ら
、
集
団
感
染
が
確
認
さ
れ
た
場
に
共
通
す
る
の
は
、
①

換
気
の
悪
い
密
閉
空
間
で
あ
っ
た
、
②
多
く
の
人
が
密
集
し
て
い
た
、
③
近
距
離
（
互
い
に
手
を
伸
ば

し
た
ら
届
く
距
離
）
で
の
会
話
や
発
声
が
行
わ
れ
た
と
い
う
３
つ
の
条
件
が
同
時
に
重
な
っ
た
場
と
い

う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
屋
形
船
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
、
展
示
商
談

会
、
懇
親
会
等
で
の
発
生
が
疑
わ
れ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
が
、
「
３
つ
の
条
件
が
同
時
に
重
な
っ
た
場
所
」
を
避
け
る
だ
け
で
、
多
く
の
人
々
の
重
症

化
を
食
い
止
め
、
命
を
救
え
ま
す
。
 

 （
２
）

感
染
者

、
濃

厚
接
触

者
等

に
対
す

る
偏

見
や
差

別
に

つ
い
て

 

感
染
者

、
濃

厚
接
触

者
と
そ

の
家

族
、

こ
の
感

染
症
の

対
策

や
治
療

に
あ

た
る
医

療
従

事
者
と

そ
の

家
族

に
対
す
る

偏
見

や
差
別

に
つ

な
が
る

よ
う

な
行
為

は
、

断
じ
て

許
さ

れ
ま
せ

ん
。

誰
も
が
感
染

者
、
濃
厚
接
触

者
に
な
り
う
る
状
況
で
あ
る
こ
と
を
受
け
止
め
て
く
だ
さ
い
。
 

報
道
関
係
者

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
個
人
情
報
保
護
と
公
衆
衛
生
対
策
の
観
点
か
ら
特
段
の
配
慮
を

お
願
い
し
ま
す

。
 

感
染
症
対
策
に
取
り
組
む
医
療
従
事
者
が
、
差
別
等
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
市
民
等
は
高
い
意

識
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
 

 （
３
）

積
極
的

疫
学

調
査
へ

の
ご

協
力
の

お
願

い
 

こ
の
感
染
症

と
の
闘
い
は
、
今
後
一
定
期
間
は
続
き
、
国
内
で
急
速
な
感
染
の
拡
大
を
抑
制
で
き
た

と
し
て
も
、
流

行
地
か
ら
帰
国
す
る
邦
人
や
来
日
す
る
外
国
人
か
ら
の
感
染
も
増
え
る
見
込
み
の
た

め
、
さ
ら
に
警

戒
を
強
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

感
染
者

、
濃

厚
接
触

者
の
方

々
は
、
保
健
所
に
よ
る
積
極
的
疫
学
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

詳
し

い
行
動
歴
を
調

査
す
る
こ
と
で
感
染
源
を
突
き
止
め
、
他
の
感
染
者
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
感
染

拡
大
の
防
止
の

た
め
に
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
事
業

者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
集
団
感
染
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
情
報
を
公
開
す
る

こ
と
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
速
や
か
な
情
報
の
公
開
が
、
感
染
者
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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（
４
）

高
齢
者

や
持

病
の
あ

る
方

な
ど
重

症
化

リ
ス
ク

の
高

い
皆
様

へ
の

お
願
い

 

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
国
内
な
ら
び
に
海
外
で
の
分
析
に
よ
っ
て
も
高
齢
で
あ
れ
ば
比
較
的
健
康

で
あ
っ
て
も
感

染
し
、
重
症
化
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
持
病
に
も

様
々
な
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
良
好
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
、
ま

た
感
染
リ
ス
ク

を
下
げ
る
よ
う
な
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
通
常
の
予
防
接
種
も
、
感
染
症
の
複

合
に
な
ら
な
い

た
め
に
重
要
で
す
。
 

こ
れ
ま
で
は

外
出
機
会
の
多
か
っ
た
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
後
は
感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
る
よ
う

注
意
を
お
願
い

し
ま
す
。
特
に
、
共
有
の
物
品
が
あ
る
場
所
、
不
特
定
多
数
の
人
が
い
る
場
所
な
ど
へ

の
訪
問
は
避
け

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
外
出
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
は
日
々
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め

に
も
重
要
に
な

り
ま
す
。
お
一
人
や
限
ら
れ
た
人
数
で
の
散
歩
な
ど
は
感
染
リ
ス
ク
が
低
い
行
動
で

す
。
 

 （
５
）

高
齢
者

や
持

病
の
あ

る
方

に
接
す

る
機

会
の
あ

る
職

業
な
ら

び
に

家
庭
の

方
へ

の
お
願

い
 

 
 
高
齢
者
や
持
病
の
あ
る
方
に
接
す
る
機
会
の
あ
る
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
な
ら
び
に
一
般
の
事
業
者

で
働
く
人
は
一
層
の
感
染
対
策
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
発
熱
や
感
冒
症
状
の
確
認
な
ら
び

に
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
場
所
に
行
く
機
会
を
減
ら
す
な
ど
の
対
応
が
当
分
の
間
求
め
ら
れ
ま
す
。
 

 
 
こ
れ
ま
で
の
国
内
外
の
感
染
例
で
も
、
家
庭
内
で
の
感
染
の
拡
大
は
よ
く
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
居

の
家
族
、
特
に
、
そ
の
ご
家
庭
の
高
齢
者
を
訪
問
さ
れ
る
際
に
は
、
十
分
な
体
調
確
認
を
行
っ
た
上

で
、
高
齢
者
の
方
と
接
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 （
６
）

若
者
世

代
の

皆
様
へ

の
お

願
い

 
 

若
者
世
代
は

、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
重
症
化
リ
ス
ク
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
無
症
状
又

は
症
状
が
軽
い
方
が
、
本
人
は
気
づ
か
ず
に
感
染
を
広
め
て
し
ま
う
事
例
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
こ
の

た
め
、
感
染
の
広
が
り
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
た
め
に
は
、
 
改
め
て
、
３
つ
の
条

件
が
同
時
に
重

な
っ
た
場
に
近
づ
く
こ
と
を
避
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
特
に
、

オ
ー
バ
ー
シ
ュ

ー
ト
（
爆
発
的
患
者
急
増
）
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
の
が
、
「
３
つ
の
条
件
が
同
時
に
重
な

る
場
」
を
避
け

に
く
い
状
況
が
生
じ
や
す
い
、
「
全
国
か
ら
不
特
定
多
数
の
人
々
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
」

で
あ
る
こ
と
も

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
そ
の
も
の
が
リ
ス
ク
の
低
い
場
で
行
わ
れ
た
と
し
て

も
、
イ
ベ
ン
ト

の
前
後
で
人
々
が
交
流
す
る
機
会
を
制
限
で
き
な
い
場
合
に
は
、
急
速
な
感
染
拡
大
の

リ
ス
ク
を
高
め

ま
す
の
で
、
十
分
に
注
意
し
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
ご
自

身
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
罹
患
し
た
場
合
や
そ
の
家
族
等
が
罹
患
し
た
場
合
並
び

に
発
熱
等
の
風

邪
症
状
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、
ご
自
身
の
経
過
観
察
を
ご
自
宅
で
継
続
す
る
と
と
も

に
外
出
を
避
け

る
よ
う
に
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 （
７
）

医
療
従

事
者

の
皆
様

へ
の

お
願
い

 
 

今
後
、
患
者
数
の
漸
増
や
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
（
爆
発
的
患
者
急
増
）
が
起
こ
る
と
、
感
染
症
指
定

医
療
機
関
等
だ
け
で
は
対
応
が
困
難
と
な
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
医
療
機
関
（
診
療
を
原
則
行
わ
な
い
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医
療
機
関
を
除
く
）
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
診
療
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、

地
域
に
お
け
る
医
療
機
関
ご
と
の
役
割
分
担
（
軽
症
者
は
在
宅
療
養
、
重
症
者
は
高
次
医
療
機
関
、
そ

の
他
は
診
療
所
や
一
般
医
療
機
関
で
診
療
す
る
な
ど
）
を
踏
ま
え
、
医
療
ニ
ー
ズ
の
低
減
努
力
（
一
般

患
者
の
外
来
受
診
間
隔
を
開
け
る
、
フ
ァ
ク
ス
処
方
の
利
用
、
待
機
的
入
院
・
手
術
の
延
期
等
）
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
各
医
療
機
関
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
診
療
継
続
計
画
に
基
づ

き
、
医
療
従
事
者
の
適
切
な
配
置
等
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
医
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
及
び
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
関
係
省
庁
対
策
会
議
「
平
成
２
５
年
６
月
２
６
日

（
平
成
３
０
年
６
月
２
１
日
一
部
改
訂
）
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
Ⅵ
 
医

療
体
制
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
準
用
可
能
で
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
 

 （
８
）

Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査

に
つ
い

て
 

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
い
て
は
、
医
師
が
感
染
を
疑
う
患
者
に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
実

施
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
積
極
的
疫
学
調
査
に
お
い
て
検
査
の
必
要
性
が
あ
る
濃
厚

接
触
者
に
も
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
適
切
な
対
象
者
を
検
査
す
る
こ
と
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
疑
い
の
あ
る
肺
炎
患
者
へ
の
診
断
・
治
療
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
濃

厚
接
触
者
の
検

査
に
よ
り
、
感
染
の
ク
ラ
ス
タ
ー
連
鎖
を
と
め
、
感
染
拡
大
を
防
止
し
て
い
ま
す
。
す

で
に
、
検
査
受

け
入
れ
能
力
は
増
強
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
現
状
で
必
要
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
速
や
か
に

実
施
さ
れ
る
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
わ
が
国
全
体
の
感
染
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査

も
必
要
で
す
。

 

な
お
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
法
は
優
れ
た
検
査
で
は
あ
り
ま
す
が
、
万
能
で
は
な
く
感
染
し
て
い
て
も
陽
性

と
出
な
い
例
も

あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
み
な
ら
ず
、
臨
床
症
状
も
あ
わ
せ
て
判
断

す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
迅
速
診
断
法
や
血
清
抗
体
検
査
法
な
ど
の
導
入
に
よ
り
、
よ
り
迅
速

で
正
確
な
診
断

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 

（
９
）

大
規
模

イ
ベ

ン
ト
等

の
取

扱
い
に

つ
い

て
 

２
月

2
6
日

に
政
府
が
要
請
し
た
、
全
国
的
な
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
等
の
自
粛
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
そ

の
効
果
だ
け
を

取
り
出
し
た
「
ま
ん
延
防
止
」
に
対
す
る
定
量
的
な
効
果
測
定
を
で
き
る
状
況
に
は
な

い
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
専
門
家
会
議
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
引
き
続
き
、
全
国
的

な
大
規
模
イ
ベ

ン
ト
等
に
つ
い
て
は
、
主
催
者
が
リ
ス
ク
を
判
断
し
て
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
 

全
国
規
模
の

大
規
模
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
は
、
 

①
多
く
の
人
が

一
堂
に
会
す
る
と
い
う
集
団
感
染
リ
ス
ク
が
想
定
さ
れ
、
こ
の
結
果
、
地
域
の
医
療
提

供
体
制
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
こ
と
（
例
：
海
外
の
宗
教
行
事
等
）
 

②
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
前
後
な
ど
に
付
随
し
て
人
の
密
集
が
生
じ
る
こ
と
 

（
例
：
札
幌
雪
ま
つ
り
の
よ
う
な
屋
外
イ
ベ
ン
ト
で
も
、
近
辺
で
３
つ
の
条
件
が
重
な
っ
た
こ
と
に

伴
う
集
団
感
染
が
生
じ
て
い
る
こ
と
）
 

③
全
国
か
ら
人

が
集
ま
る
こ
と
に
伴
う
各
地
で
の
拡
散
リ
ス
ク
、
及
び
、
そ
れ
に
よ
り
感
染
者
が
生
じ

た
場
合
の
ク

ラ
ス
タ
ー
対
策
の
困
難
性
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（
例
：
大
阪
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
事
案
（
1
6
都
道
府
県
に
伝
播
）
）
 

④
上
記
の
リ
ス
ク
は
屋
内
・
屋
外
の
別
、
あ
る
い
は
、
人
数
の
規
模
に
は
必
ず
し
も
よ
ら
な
い
こ
と
 

な
ど
の
観
点
か

ら
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
し
て
集
団
感
染
が
起
こ
る
と
全
国
的
な
感
染
拡
大
に
繋

が
る
と
懸
念
さ

れ
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、

地
域
に
お
け
る
感
染
者
の
実
情
や
そ
の
必
要
性
等
に
か
ん
が
み
て
、
主
催
者
が
ど
う
し

て
も
、
開
催
す

る
必
要
が
あ
る
と
判
断
す
る
際
に
は
以
下
①
～
③
な
ど
を
十
分
注
意
し
て
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
 

し
か
し
、
そ

う
し
た
リ
ス
ク
へ
の
対
応
が
整
わ
な
い
場
合
は
、
中
止
又
は
延
期
を
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

ま
た
仮
に
こ

う
し
た
対
策
を
行
え
て
い
た
場
合
で
も
、
そ
の
時
点
で
の
流
行
状
況
に
合
わ
せ
て
、
急

な
中
止
又
は
延

期
を
し
て
い
た
だ
く
備
え
も
必
要
で
す
。
 

①
人
が
集
ま
る
場
の
前
後
も
含
め
た
適
切
な
感
染
予
防
対
策
の
実
施
、
 

②
密
閉
空
間
・

密
集
場
所
・
密
接
場
面
な
ど
ク
ラ
ス
タ
ー
（
集
団
）
感
染
発
生
リ
ス
ク
が
高
い
状
況
の

回
避
、
 

③
感
染
が
発
生

し
た
場
合
の
参
加
者
へ
の
確
実
な
連
絡
と
行
政
機
関
に
よ
る
調
査
へ
の
協
力
 

な
ど
へ
の
対

応
を
講
ず
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
 

（
別
添
「
多

く
の
人
が
参
加
す
る
場
で
の
感
染
対
策
の
あ
り
方
の
例
」
参
照
）
 

 （
９

）
事
業
者

の
皆

様
へ

の
お
願

い
 

 
以
下
の
事
項

に
留
意
し
て
、
多
様
な
働
き
方
で
働
く
方
も
含
め
て
、
従
業
員
の
感
染
予
防
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。
 

・
労
働
者
が
発
熱
な
ど
の
風
邪
症
状
が
見
ら
れ
る
際
に
、
休
み
や
す
い
環
境
の
整
備
 

・
テ
レ
ワ
ー
ク

や
時
差
通
勤
の
活
用
推
進
 

・
お
子
さ
ん
の

学
校
が
学
級
閉
鎖
に
な
っ
た
際
に
、
保
護
者
で
あ
る
労
働
者
が
休
み
や
す
い
よ
う
に
配
 
 
 

 
慮
 

・
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
必
要
性
を
改
め
て
検
討
 

・
別
添
「
多
く

の
人
が
参
加
す
る
場
で
の
感
染
対
策
の
あ
り
方
の
例
」
の
２
）
ク
ラ
ス
タ
ー
（
集
団
）
 

感
染
発
生
リ

ス
ク
の
高
い
状
況
の
回
避
の
た
め
の
取
組
に
準
じ
て
、
従
業
員
の
集
団
感
染
の
予
防
に
 

も
十
分
留
意

し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
海
外
出
張
で

帰
国
し
た
場
合
に
は
、
２
週
間
は
職
員
の
健
康
状
態
を
確
認
し
、
体
調
に
変
化
が
あ
っ

た
場
合
に
は

、
受
診
の
目
安
を
参
考
に
適
切
な
対
応
を
取
る
よ
う
職
員
へ
の
周
知
徹
底
を
し
て
く
だ

さ
い
。
 

 

 Ⅳ
．
終

わ
り
に

 

こ
の
状
況
分
析
・
提
言
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
国
際
的
な
状
況
、
新
規
感
染
者
数
の
動
向
、
国
民
や
行

政
に
知
ら
せ
る
べ
き
新
た
な
重
要
な
知
見
等
が
生
じ
た
場
合
に
、
政
府
が
、
「
緊
急
事
態
宣
言
」
の
発
動
も
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 含
め
た
必
要
な
対
応
が
迅
速
か
つ
果
断
に
と
れ
る
よ
う
、
適
宜
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
を
行
い
、
見
直
し

を
行
う
も
の
と
し
ま
す
。
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 別

添
 

 
 
 

 
【

多
く
の

人
が

参
加
す

る
場

で
の
感

染
対

策
の
あ

り
方

の
例
】

 

 １
）
人
が
集
ま
る
場
の
前
後
も
含
め
た
適
切
な
感
染
予
防
対
策
の
実
施
 

○
参
加
時
に
体
温
の
測
定
な
ら
び
に
症
状
の
有
無
を
確
認
し
、
具
合
の
悪
い
方
は
参
加
を
認
め
な
い
。
 

○
過
去
２
週
間
以
内
に
発
熱
や
感
冒
症
状
で
受
診
や
服
薬
等
を
し
た
方
は
参
加
し
な
い
。
 

○
感
染
拡
大
し
て
い
る
地
域
や
国
へ
の
訪
問
歴
が

1
4
日
以
内
に
あ
る
方
は
参
加
し
な
い
。
 

○
体
調
不
良
の
方
が
参
加
し
な
い
よ
う
に
、
キ
ャ
ン
セ
ル
代
な
ど
に
つ
い
て
配
慮
を
す
る
。
 

○
発
熱
者
や
具

合
の
悪
い
方
が
特
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
接
触
感
染
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
や
接
触
し

た
可
能
性
の

あ
る
者
等
に
対
し
て
、
適
切
な
感
染
予
防
対
策
を
行
う
。
 

○
会
場
に
入
る
際
の
手
洗
い
の
実
施
な
ら
び
に
、
イ
ベ
ン
ト
の
途
中
に
お
い
て
も
適
宜
手
洗
い
が
 

で
き
る
よ
う
な
場
の
確
保
。
 

○
主
に
参
加
者
の
手
が
触
れ
る
場
所
を
ア
ル
コ
ー
ル
や
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
含
有
し
た
も
の
で
 

拭
き
取
り
を
定
期
的
に
行
う
。
 

 
〇
飛
沫
感
染
等
を
防
ぐ
た
め
の
徹
底
し
た
対
策
を
行
う
（
例
え
ば
、
「
手
が
届
く
範
囲
以
上
の
距
離
を
保

つ
」
、
「
声
を
出
す
機
会
を
最
小
限
に
す
る
」
、
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
に
準
じ
て
声
を
出
す
機
会
が
多
い
場

面
は
マ
ス
ク
を
着
用
さ
せ
る
」
な
ど
）
 

 ２
）
ク
ラ
ス
タ
ー
（
集
団
）
感
染
発
生
リ
ス
ク
の
高
い
状
況
の
回
避
 

○
換
気
の
悪
い
密
閉
空
間
に
し
な
い
よ
う
、
換
気
設
備
の
適
切
な
運
転
・
点
検
を
実
施
す
る
。
定
期
的
 

に
外
気
を
取
り
入
れ
る
換
気
を
実
施
す
る
。
 

○
人
を
密
集
さ
せ
な
い
環
境
を
整
備
。
会
場
に
入
る
定
員
を
い
つ
も
よ
り
少
な
く
定
め
、
入
退
場
に
 

時
間
差
を
設
け
る
な
ど
動
線
を
工
夫
す
る
。
 

○
大
き
な
発
声
を
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
（
声
援
な
ど
は
控
え
る
）
 

〇
共
有
物
の
適
正
な
管
理
又
は
消
毒
の
徹
底
等
 

 ３
）
感
染
が
発
生
し
た
場
合
の
参
加
者
へ
の
確
実
な
連
絡
と
行
政
機
関
に
よ
る
調
査
へ
の
協
力
 

○
人
が
集
ま
る
場
に
参
加
し
た
者
の
中
に
感
染
者
が
で
た
場
合
に
は
、
そ
の
他
の
参
加
者
に
対
し
て

連

絡
を
と
り
、
症
状
の
確
認
、
場
合
に
よ
っ
て
は
保
健
所
な
ど
の
公
的
機
関
に
連
絡
が
と
れ
る
体
制

を

確
保
す
る
。
 

○
参
加
し
た
個
人
は
、
保
健
所
な
ど
の
聞
き
取
り
に
協
力
す
る
、
ま
た
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
場
合

に

は
、
接
触
し
て
か
ら
２
週
間
を
目
安
に
自
宅
待
機
の
要
請
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
 

 ４
）
そ
の
他
 

○
食
事
の
提
供

は
、
大
皿
な
ど
で
の
取
り
分
け
は
避
け
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
さ
れ
た
軽
食
を
個
別
に
提
供
す

る
等
の
工
夫

を
す
る
。
 

○
終
了
後
の
懇
親
会
は
、
開
催
し
な
い
・
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

 

※
 
上
記
は
例
で
あ
り
、
様
々
な
工
夫
が
考
え
ら
れ
る
。
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